
マネジメント技術を活用した
自治体直営方式による施工

地方自治体向けの発注者支援業務 №1

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

様式１
☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

会社名 ：株式会社小野建築研究所
担当部署：代表取締役

担当者：小野 泰太郎
連絡先（電話番号）：018-888-4551

メールアドレス：ono@d-cm.co.jp

Ⅰ.・公共工事の発注者には、●工事費の適切な見積 ●適切な業者選定
●工事の監督及び検査業務をする責任がありますが、現実の地方自治
体には建築技術者を抱えている自治体は少なく、これらの責任を
果たせない状況にあります。

・人口規模5万人以下の市町村には建築技術者が存在せず、いても実務
能力に大きな差異があります。

Ⅱ.木材利用促進法が制定されて以来、公共施設の木造化、木質化が急速
に拡がったが、他方で木材の原木価格の低迷で、持続可能な木材利用に
なっていません。
地方自治体が所有する森林から、マネジメント技術を活用した公共施設
の木材利用で、適正な利益を森林に還元すれば、国産材での安定的な
木材供給と地域経済へ刺激を与え、地域住民の共感も得られます。

急激な人口減少に伴う地方自治体の財政難は厳しさを増して、既存施設の長寿命化、リノベーションなどの需要が増す事が想定されます。
上の図に示す業務フローは、広義のピュアＣＭ方式であるが、現在のＣＭ方式は、比較的規模の大きいプロジェクト中心で、地方自治体にとっては
規模に関わらず、計画から完成までのマネジメントを行う事が、地方自治体の量的、質的な補完業務となります。

Ⅰ.発注者支援業務の業務フロー

簡易な事業

規模・内容が複雑な事業



②提案の概要

その他
・平成14年に実施したＣＭ方式導入調査研究会で、ワーキングに参画して、
国内で初 めてピュアＣＭ方式で実施し、その後官民のプロジェクトを

ピュアＣＭ方式で実施しました。

・木材利用については、弊社代表は森林所有者として林業に携わり森林の

荒廃の要因である木材流通システムに着目して、マネジメント技術を活用
して流通の見直しを行い、市場の立木価格の1㎥当り2.3倍でコーディネー
トしています。

地方自治体向けの発注者支援業務 №2

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書 様式１
☑インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

会社名 ：株式会社小野建築研究所
担当部署：代表取締役

担当者：小野 泰太郎
連絡先（電話番号）：018-888-4551

メールアドレス：ono@d-cm.co.jp
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Ⅱ.地方自治体の公有林からの木材利用はＳＤＧｓの貢献と啓発につながる。

福祉施設の実践事例 コストオン方式を採用。木材のコーディネートは
弊社で実施しました。
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【見直しによる木材流通システム】

【木材流通のコスト構成】

◆ウッドショック前
製品価格 柱(スギ)KD材 75,000円/㎥
立木価格（スギ） 3,000円/㎥

◆現在
製品価格 柱(スギ)KD材 100,000円/㎥
立木価格（スギ） 3,000円/㎥

令和5年3月竣工の福祉施設

・自治体の所有林から供給する公共施設は、地域住民の共感が得られます。
・重層的流通システムから水平展開型の流通システムは、コストが透明化され
より安く森林所有者、素材生産業者、製材所へ適正な価格で供給出来ます。

【現在の木材供給実施スキーム】
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③スキーム（技術）の導入により得られる効果
・発注者業務の質的、量的な補完業務
・適切な発注業務により、コストの透明化とコスト縮減
・メンテナンス業務の専門業者への発注により、地場の専門業者の育成
と自立につながる。
・木材流通の変革は、脱炭素社会の実現に向けた“公共建築物の木材利用
促進法”に寄与し、国産材の自給率の向上につながる。

◆実践事例
（某寄宿舎 木造2階建 896㎡木材使用量153㎡）
製品価格 柱(スギ)ＫＤ材 85,000円/㎥

（設計見積）
立木価格 6,500円/㎥

(交渉価格)






